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本人のニーズを踏まえた、学びに関する相談支援体制づくり
+����障害者の生涯学習の推進方策について第�章障害者の生涯学習を推
進するための方策 ���障害者の学びを推進するための基盤の整備

• 特別支援教育を受けている児童生徒については、在学中は学校において個
別の教育支援計画が作成される。卒業後も生涯にわたる学習支援がなされ
るように、個人情報保護の観点に留置しつつ、個別の教育支援計画を進路
先の企業や福祉施設等へ適切に引継ぎ、活用していくことも重要である。
• 平成��年度の障害福祉サービス等報酬改定にあわせ、障害児相談支援につ
いては（中略）教育機関等の職員と面談等を行い、必要な情報提供を受け
協議等を行った上でサービス等利用計画等を作成した場合に、加算が行わ
れることとなった。このことも契機として、在学中から教員が福祉の相談
支援に携わる職員との連携を強化し、サービス等利用計画作成などの障害
福祉サービスの利用の流れについて、教員や本人・保護者等の理解を深め
ていくことなども期待される。

生涯学習における「わたしとみんなの
しょうがい学習ケイカク」の可能性

���������
ともに学び、生きる共生社会ブロックコンファレンス LQ�北海道

第�分科会生涯にわたる学びのケイカクを考える
みらいつくり研究所所長／医療法人稲生会理事長 土畠智幸

EURWRP����#JPDLO�FRP
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わたしとみんなの
しょうがい学習ケイカク

• ����年��月～ 試行
•対象者（協力者）：みらいつくり哲学学校のレギュラー参加者
のうち�名
•形式：*RRJOHドキュメント
•記載内容：①わたしのこと（普段の自分、仕事、通ってきた学
校など）、②みらいつくり大学校で定期的に参加している講座
と参加開始時期、③わたしの生涯学習の歴史、④いまの興味関
心、⑤いま気になるキーワード
•活用方法：�人�ドキュメント、本人（わたし）がケイカクを記
載、追記していく。他者（みんな）がコメントに入力、それに
対して本人や他のみんなが返信していく。ドキュメントにコメ
ント・返信が追加されたときは*メールに転送される。

�つのカリキュラム観の比較
0DFIDUOHQH（����）による成人識字教育に関する分析

伝統的カリキュラム観 学習者中心カリキュラム観
プロセスにおける学習
者の役割

外部から定式化されたことや外的
ニーズの受動的な受け手

自ら最終目標を設定していく能動的
な参加者

識字獲得のプロセス 技能や進歩の段階に応じた階層的な
もの

全体的で、課題中心的なもの

学習者についての成人
教育テューターの見識

収奪され、ハンディキャップをもつ
（それゆえに劣位の）存在

失敗を非難されることのない対等な
存在

学習者の自己イメージ
に与える影響力

相対的に重要度が低い。技能の進歩
という副産物がある

意図的に自己イメージが高められる

成人教育テューターに
対する学習者の見方

「自分を矯正してくれる専門家」 「自分が問題を解決するのを助けて
くれる友人」

危険性 依存性が強くなる。技能を実生活に
転移することにかなり懐疑的である

学習者や学習体系などの概念が崩れ、
進歩の判断基準が不明瞭になる

ピーター・ジャーヴィス著、渡邊洋子／犬塚典子監訳��成人教育・生涯学習ハンドブック��明石書店��������S����表
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安藤隆男��新たな時代における自立活動の創成と展開��個別の
指導計画システムの構築を通して��教育出版社��������S����図

わたしとみんなが

内省、「履歴書」

自らの興味・関心
の気づき

次に読む本、挑戦す
る領域の設定

生涯学習ケイカク
を繰り返し修正する

活動への参加

興味関心
楽しい、発見
ニーズ？

ケイカクをつくる
ケイカクを共有する
他のケイカクを覗く
コメントする

コメントに返信する
繰り返し修正する

参加者の感想
【良い点】
• 他の人の興味関心を知ることができて面白かった
• 他の人からのコメントがつくと嬉しかった
• 人のケイカクを覗くのが面白い
• 「プライベートな学習」を共有。「見られるプレッシャー」を楽しむ
• 自分の内省のためのツールになった。「学びの履歴書」という感じ
• 「新たな616」という感じ
• 独学では難しいことも他の人と一緒に学べるという感覚がある
• ケイカクによって思いもしなかった学びに取り組むことになるなど、
計画外のことがたくさん起きた

【課題と展望】
• 計画をつくることが強制されるとよくないと思う
• 知らない人のケイカクをどう見ることになるのか興味がある
• 重症心身障害者など言葉を用いることが難しい人はどうするか
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本
日
の
話
題

�

��
福
祉
の
計
画

障
害
福
祉
サ
ー
ビス
に
お
け
る
サ
ー
ビス
等
利
用
計
画

に
つ
い
て

��
医
療
の
計
画
：

リハ
ビリ
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ー
シ
ョン
実
施
計
画
に
つ
い
て

��
教
育
･医
療
･福
祉
の
計
画

比
較
と概

観
相
談
室
あ
ん
ど
管
理
者

作
業
療
法
士
・社
会
福
祉
士

伊
西

夏
恵

とも
に
学
び
、生

き
る
共
生
社
会
ブ
ロッ
クコ
ンフ
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LQ
�北
海
道
��
��

全
体
テ
ー
マ
：
「障
害
の
あ
る
ひ
と
な
い
ひ
と
み
ん
で
ひ
ろ
げ
よ
う
北
海
道
の
社
会
教
育

第
�部

第
�分

科
会

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
ケ
イカ
クを
考
え
る

『福
祉
に
お
け
る
個
別
の
支
援
計
画
』

令
和
�年

�月
�日

�土
��
��
��
��
��
��
�

障
害
福
祉
に

関
す
る
制
度

沿
革
・概
要

参
考
資
料
３

厚
生
労
働
省
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計
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け
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サ
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計
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て
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医
療
の
計
画
：

リハ
ビリ
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ー
シ
ョン
実
施
計
画
に
つ
い
て

��
教
育
･医
療
･福
祉
の
計
画

比
較
と概

観
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話
題
��

�

��
福
祉
の
計
画

障
害
福
祉
サ
ー
ビス
に
お
け
る
サ
ー
ビス
等
利
用
計
画
に

つ
い
て

��
医
療
の
計
画
：

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
実
施
計
画
に
つ
い
て

��
教
育
･医
療
･福
祉
の
計
画

比
較
と概

観
�

医
療
の
ケ
イカ
ク
外
来
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
実
施
計
画
書

①
家
族
・本
人
の
要
望

②
心
身
機
能
・構
造
�睡
眠
リズ
ム
�視
覚
機
能
�変
形
･拘
縮
�

筋
�呼
吸
機
能
面
�疼
痛
の
有
無
な
ど�

③
活
動
�認
知
機
能
�コ
ミュ
ニュ
ケ
ー
シ
ョン
�姿
勢
の
変
化
･保
持
�

移
動
�セ
ル
フケ
ア
な
ど�

④
参
加
�学
校
�遊
び
�余
暇
活
動
な
ど�

⑤
環
境
因
子
�家
屋
構
成
�家
族
�友
人
�学
校
関
係
者
�医
療
･

福
祉
サ
ー
ビス
と関

係
者
�福
祉
用
具
な
ど�

⑥
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標

⑦
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑧
前
回
計
画
書
作
成
時
か
らの

変
化
・改
善
等

※
「本
人
と家

族
へ
の
説
明
」の
後
、「
ご
本
人
�家
族
�サ
イ

ン」
「説
明
者
サ
イン
」が
署
名
す
る
。

※
作
成
の
必
要
有
。提

出
の
必
要
な
し。

話
題
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��
福
祉
の
計
画

障
害
福
祉
サ
ー
ビス
に
お
け
る
サ
ー
ビス
等
利
用
計
画
に

つ
い
て

��
医
療
の
計
画
：

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
実
施
計
画
に
つ
い
て

��
教
育
･医
療
･福
祉
の
計
画

比
較
と概

観
�

福
祉
の
ケ
イカ
ク
サ
ー
ビス
等
利
用
計
画
�案
�

①
利
用
者
及
び
そ
の
家
族
の

生
活
に
対
す
る
意
向

②
総
合
的
な
援
助
の
方
針

・長
期
目
標

・短
期
目
標

※
札
幌
市
が
用
意
す
る
様
式
有
。

札
幌
市
+3
か
らダ
ウン
ロー
ドで
き

る
。
※
この
様
式
を
使
用
しな
くて
も
可
。

※
本
人
と家

族
の
意
向
を
聞
い
た

上
で
相
談
室
が
作
成
。内

容
説
明

後
に
同
意
署
名
を
も
らい
役
所
へ

の
提
出
が
必
要
。
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��

分
野

計
画

作
成
の
ポ
イ
ン
ト
�発
表
者
主
観
�

教
育

個
別
の
教
育

支
援
計
画

※
他
の
発
表
者
の
意
見
を
お
聞
き
した
い

医
療

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン

実
施
計
画
書

・記
載
す
る
際
、主

語
に
私
�セ
ラ
ピ
ス
ト�
と本

人
�患
者
�が
混
在
して
しま
う。

・近
年
、,
&)
・社
会
モ
デ
ル
の
考
え
方
が
とら
れ
る
よ
うに
な
り、
パ
タ
ー
ナ
リズ
ム

に
陥
らぬ
よ
う、
使
役
�～
させ
る
等
�の
表
現
を
避
け
る
よ
うに
な
った
。

・デ
マ
ン
ドと
ニ
ー
ズ
の
不
一
致
に
時
折
悩
み
、本

人
の
た
め
の
計
画
を
作
成
す
る

か
セ
ラピ
ス
トの
た
め
の
計
画
を
作
成
す
る
か
で
葛
藤
す
る
こと
が
あ
る
。

福
祉

サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画

・計
画
に
記
載
され
た
文
章
の
主
語
は
、あ
くま
で
も
本
人
�よ
って
作
成
者
は
本

人
に
な
りす
ま
して
記
載
す
る
�。
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
の
視
点
。

・自
己
決
定
を
尊
重
し、
デ
マ
ン
ドが
ほ
ぼ
ニ
ー
ズ
に
な
る
。

・サ
ー
ビス
等
利
用
計
画
�案
�の
提
出
で
、障

害
福
祉
サ
ー
ビス
の
支
給
が
決
定

す
る
。つ
ま
り、
計
画
作
成
と行

政
へ
の
提
出
が
、サ
ー
ビス
受
給
に
お
け
る
義
務
。

教
育
･医
療
･福
祉
の
計
画

横
断
的
な
概
観

�

分
野

計
画

バ
ッ
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド

モ
デ
ル

記
載
項
目

教
育

個
別
の
教
育

支
援
計
画

作
業

療
法
士

医
学

モ
デ
ル

社
会

モ
デ
ル

※
本
日
の
他
発
表
を
参
照

医
療

リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョ

ン実
施
計
画
書

①
家
族
・本
人
の
要
望

②
心
機
能
・構
造

③
活
動

④
参
加

⑤
環
境
因
子

⑥
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
目
標

⑦
リハ
ビリ
テ
ー
シ
ョン
プ
ログ
ラム

⑧
前
回
計
画
書
作
成
時
か
らの
変
化
・改
善
等

福
祉

サ
ー
ビ
ス
等

利
用
計
画

社
会

福
祉
士

社
会

モ
デ
ル

①
利
用
者
及
び
その
家
族
の
生
活
に
対
す
る
意
向

②
総
合
的
な
援
助
の
方
針

教
育
･医
療
･福
祉
の
計
画

比
較
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大学と特別支援学校の比較
• 特別支援学校は何をするところか
学校教育法第ʹ条 特別支援学校は、視覚障害者、聴覚障害者、
知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者を含む。以下同
じ。）に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準ずる教育を
施すとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図る
ために必要な知識技能を授けることを目的とする。
学校教育法第ͷͲ条 高等学校は、中学校における教育の基礎の上に、心身の
発達及び進路に応 じて、高度な普通教育及び専門教育を施すことを目的とする。

• 大学は何をするところか
学校教育法第ͺ͵条 大学は、学術の中心として、広く知識を授けるとと
もに、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を展
開させることを目的とする。

大学と特別支援学校における「学びの計画」の比較

ともに学び、生きる 共生社会ブロックコンファレンス ���北海道
第ʹ部 第Ͷ分科会 生涯にわたる学びのケイカクを考える

藤女子大学 子ども教育学科 今野邦彦
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高校までと大学との違い 新入生ガイダンス資料より

⚫小・中・高では、学びの「量（あるいは詳しさ）」が増えてきましたが、高
校と大学とでは「質」が変わります。
⚫大学は研究をするところです。
⚫高校まで積み上げてきた知識や技術を使って、またそれをさらに発展さ
せて、新しいことを考え、新しいものを作り出すところが大学です。
⚫研究をするのは、大学の先生や大学院生だけではありません。
⚫大学生は受け身ではなく、自ら進んで学び、考え、研究し、自分なりの
答を探す存在です。
⚫だから、卒業研究（卒業論文や卒業制作）があるのです。
⚫さあ、みなさんも大学生として一歩を踏み出しましょう！

高校までと大学の違い 新入生ガイダンス資料より

高校（まで） 大学

主な目的 普通教育 専門研究

教育機関 中等教育 高等教育

学ぶ人 生徒 学生

教員 免許が必要 免許は不要

教える内
容

統一されてい
る

統一されていな
い

問題の答 決まっている 決まっていない

たとえば、障害、障がい、障碍、しょうがい…



― 68 ―

大学の３ポリシー 学校教育法施行規則ȋʹͲͳȌ

• ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
各大学，学部・学科等の教育理念に基づき，どのような力を身に付けた者に卒
業を認定し，学位を授与するのかを定める基本的な方針であり，学生の学修成果
の目標ともなるもの。
• カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成・実施方針）
ディプロマ・ポリシーの達成のために，どのような教育課程を編成し，どのような教育
内容・方法を実施し，学修成果をどのように評価するのかを定める基本的な方針。
• アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）
各大学，学部・学科等の教育理念，ディプロマ・ポリシー，カリキュラム・ポリシーに
基づく教育内容等を踏まえ，どのように入学者を受け入れるかを定める基本的な方
針であり，受け入れる学生に求める学習成果（「学力の３要素」についてどのような
成果を求めるか）を示すもの。

学習から学修へ
• 大学では「学修」「履修」「修得」という言葉をよく使います。

•学習
［礼記ȋ月令Ȍ・史記ȋ秦始皇本紀Ȍ］
①まなびならうこと。
②経験によって新しい知識・技能・態度・行動傾向・認知様式などを

習得すること、およびそのための活動。

•学修
（主として明治期に用いた語）学問をまなびおさめること。
ȏ広辞苑 Ȑ



― 69 ―



― 70 ―

幼稚園教諭ӻ種免許状 小学校教諭ӻ種免許状

特別支援学校教諭ӻ種免許状

保育士資格 児童厚生ӻ級指導員資格

その他：社会福祉主事、司書、司書教諭

幼 小

特

児保

幼 小 特

小幼 保

幼 特 保

保 児幼

小 特

小幼

保幼

３つ以内は可能

取得できる免許・資格

DP4 総合的な学習経験と創造的思考力

DP1 知識・理解 DP2 汎用的技能 DP3 態度・志向性

子ども教育学科 カリキュラム・マップ

保育内容・
教科の指導法

保育・教育
の内容

保育・教育
の理論

子どもの理解 子どもと
家族の支援

実習 専門研究法

子ども生活支援専修

子ども教育専修
共 通

【教養科目】 人間と宗教 ジェンダー・キャリア形成 国際理解 社会と文化 歴史・思想 自然・科学 健康 リテラシー

【外国語科目】 英語 ドイツ語 フランス語 中国語 韓国語
大学共通科目

子育て支援

（講義）

生徒指導・進路指導

子育て支援

（演習）

子ども家庭支援
の心理学

児童館・放課後児童
クラブの活動内容
と指導法Ⅰ

図画工作教育法
体育科教育法
家庭科教育法

保育内容総論

国語科教育法
社会科教育法
算数科教育法
理科教育法
生活科教育法
音楽科教育法
英語科教育法

保育内容の指導法
（人間関係）

保育内容の指導法
（言葉）

国語 算数 理科
社会 生活
音楽表現法
乳児保育Ⅱ
社会的養護内容
子どもの遊びと学び

図画工作
初等体育
英語 音楽 家庭
保育内容（健康）
保育内容（環境）
保育内容（表現）
子ども文化論
乳児保育Ⅰ

音楽表現演習

造形表現法

教育原理 保育原理
教師・保育者論
子ども家庭福祉論

教育方法論
地域社会と学校
道徳教育の理論と実践
社会的養護

教育課程総論
教育制度論
学級経営論
特別支援教育と福祉
教育相談の理論と方法

保幼小連携特論

現代社会と教育

発達心理学
特別支援教育総論

教育心理学
幼児理解と援助
肢体不自由児の
心理・生理・病理

知的障害児教育
家庭支援論
子どもの保健

児童期以降の発達と心理
特別な教育的ニーズ
に対する理解と支援

病弱児教育
視覚・聴覚障害児

教育総論
子どもの食と栄養

子どもの理解と発達援助

特別支援教育実践論

児童館実習
研究調査法

保育実習Ⅰ（保育所）
保育実習Ⅰ（福祉施設）
専門演習
臨床発達検査法

教育実習（幼稚園・小学校）
教育実習（特別支援）
保育実習Ⅱ
卒業研究
保育・教職実践演習

スタートアップセミナー

２
年
次

基
礎
・
展
開
科
目

１
年
次

基
礎
科
目

３
年
次

展
開
科
目

４
年
次

応
用
科
目
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大学での「計画」から言えること
• 大学では、より自主性、自律性が求められる
• 大学での学びは自由度が高い、選択の幅が広い
• 大学では、大まかな道筋は示されるが、何をどのように学ぶかは、自分で計画
する
• 生涯学習においても、あくまでも主体は学習者
• ただし、共同学習者やコーディネーターがいた方が…
学びが広がる
学びが深まる
学びが続く

大学での「計画」とは？ （藤女子大学「履修ガイド」から抜粋）

• 「履修ガイド」は、大学でどのように学ぶか、そして４年間の計画をどのように
立てるとよいかの目安になるように［履習要項］、学科毎の［履修の手引
き］、［教育課程表］と授業毎の［シラバス］とからなっている。
• 「履修の手引き」によって卒業までにどのような科目を選択すればよいかを考え、
計画的に学ぶように心がける。
• 履修登録では、入学年度の教育課程表および「履修ガイド」を参考に卒業
までの履修計画をたて、その年度に履修するすべての授業科目について、履
修登録をしなければならない。


